外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


平成２４年３月　３日(金)　　　　　司会・記録：小泉　彰
	島守
	小泉
	山田

（忍）
	菅原
	上野
	李
	服部
	木村
	相内
	大谷地
	柴田

	欠勤
	○
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休

	川井
	高森
	松川
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	公休
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
・3/5（月）立ち入り検査実施。必要書類の最終確認を行うこと。

・第7回法人研修の出欠の確認をしましょう。訂正がある場合には上司からの連絡のみになります。期間は3月2日～7日までになります。

・第10回院内研修が、17時30分～「地域支援サービスと連携について」、がありますので、参加しましょう。
＜患者様情報＞

・浅水　洋様～昨日、喉仏のあたりに釘を刺したと電話があり、救急当番への受診を勧めています。本日当院を受診され、「無言電話があり、元交際相手だと思いどうでもよくなった」と話されています。医師より、自傷行為はしないようにすること、携帯へ電話があるなら、携帯電話の電話番号をかえるなど、対処方法について伝えています。また、ソワソワした感じがあるとのことで、レボトミンが増薬となっています。
・上村　雅之様～新患、36歳、適応障害。平成23年12月頃に、義父が出稼ぎより帰省されてから、母がイライラした様子で、戸を閉めることがあり、そのことでイライラしているとのこと。本人から見た義父は悪い事はなく、母がイライラしている理由がわからないこと。そのことで、ストレスとなり下痢をしてしまうことがあるとのこと。また、職場で責任者が職場内で不倫しており、仕事中に連絡を取っていことや、注意されているが、改善していないことでもストレスとなっているとのこと。平成24年から顔面のこわばりがあり、昨日眠れなかったとのことで、抗不安薬（ソラナックス）、催眠鎮静剤（ハルラック）が処方となる。また、本人の問題より、母様の行動でイライラしているため、内服薬である程度の改善はあるが、母の行動に変化がなければ、ストレスは続いていくことがある事も、医師より説明されている。
